
 

 

令和５年８月４日 

 

ＡＬＩＣ／ＵＳＭＥＦ定期情報交換会議の概要について 

 

独立行政法人農畜産業振興機構 

 

 

このたび、独立行政法人農畜産業振興機構（ＡＬＩＣ）は、米国食肉輸出連合

会（ＵＳＭＥＦ）と定期情報交換会議を開催しました。 

本会議は、日本と米国の食肉の需給状況等について意見交換を行う場として

原則として毎年度、交互に開催しており、今回で通算３５回目の開催となりまし

た。 

記 

 

１ 日 時：令和５年７月２８日（木）午前９時００分～１２時００分 

 

２ 場 所：米国・デンバー  

 

３ 参加者 

ＡＬＩＣ 

天羽 隆（理事長）、本田 光広（総括理事）ほか 

 

ＵＳＭＥＦ 

ダン・ホルストロム（会長）、ジョン・ヒナーズ（首席副会長）ほか 

 

４ 会議内容 

ホルストロム会長と天羽理事長の挨拶の後、双方から米国及び日本の食肉

需給について説明し、意見交換を行った。 

 

＜ＵＳＭＥＦからの米国の食肉需給についての説明概要＞ 

【牛肉関連】 

・ ２０２２年の干ばつにより牛のと畜が進んだことで、現在の供給はひっ迫し

ている。肥育素牛、肥育牛価格が上昇していることで、繁殖農家、育成農家、

肥育農家の収益性は良好なものとなっており、今後牛群再構築が進むとみら

れる。 

プレスリリース 



 

・ 繁殖雌牛（肉用牛）頭数は、２３年は前年比３.６％減の２８９０万頭、   

２４年は同１.１％減の２８６０万頭と減少の見込みだが、２５年以降は増加

に転じ、２６年には２９４０万頭まで増加すると見込まれる。 

・ 牛肉生産量の減少に伴い、２３年の輸出量（内臓肉含む）は前年比４％減の

１４０万トンと減少が見込まれる。ラウンド（モモ）やショルダークロッド（ウ

デ）などこれまで価値が見出されず需要の低かった部位をＰＲ・活用していく

ことで、供給減に対応していきたい。 

・ 牛の飼養コストについては、飼料コスト高に加え、飼料以外のコストが  

２０２２年１２月の１頭当たり２１７.５５ドルから、２３年６月には   

２６７.５０ドルと２３％上昇した。これは労働費及び資材価格の上昇や金利

の引き上げなどによるものであるが、今後も注視すべきと考えている。 

 

【豚肉関連】 

・ ２０２３年６月１日時点での豚総飼養頭数は前年同月を０.１％上回る   

７２４０万頭となった。また、２３年３～５月における１腹当たりの生産頭数

が１１.３６頭と過去最高を記録するなど、生産性が向上している。 

・ 豚の飼養コストについては、飼料コスト高に加え、牛と同様に飼料以外のコ

ストも増加しており、昨年後半以降、枝肉価格が損益分岐点を下回っている。

そのため、農場を閉鎖する等の事例もあり、飼養頭数が減少することが見込ま

れる。 

 

 

なお、ＡＬＩＣからは、日本の牛肉及び豚肉の直近の需給動向等について説明

を行った。 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

調査情報部 伊藤、前田 

電話 03-3583-9805 


